連帯保証人追加に関する覚書

○○○○○（以下「甲」という）と○○○○○（以下「乙」という）とは、甲乙間にて平成○○年○○月○○日付で締結した「定期建物賃貸借契約」（以下「原契約」という）につき、連帯保証人の追加に関して原契約第○○条に従い以下のとおり合意したので、連帯保証人追加に関する覚書（以下「本覚書」という）を締結する。

第1条（連帯保証人の追加）

　甲及び乙は、下記の者を原契約における連帯保証人（以下「丙」という）とすることとし、丙はこれを異議なく承諾した。

記

住所　○○○○○
氏名　○○○○○
生年月日　昭和○○年○○月○○日
電話番号　○○○○○

乙との関係　○○○○○
第2条（連帯保証人の義務）

1. 丙は、乙と連帯して、原契約より生ずる乙の一切の債務について履行の責を負うもの

とする。

2.  前項の規定は、原契約締結日に遡って適用されるものとする。

第3条（原契約との関係）

　本覚書に定めのない事項及び疑義のある事項については、全て原契約の定めに従うもの

とする。

以上
本覚書成立の証として本書3通を作成し、甲乙丙記名押印の上各1通を保有する。

平成○○年○○月○○日

甲　○○○○○

株式会社○○○○○

　　代表取締役　○○○○○　　㊞

乙　○○○○○

　　株式会社○○○○○

　　代表取締役　○○○○○　　　㊞

丙　○○○○○

　　○○○○○　　　　　　　　　　㊞

